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2023年度支部共通事業日本建築学会設計競技入選作品

全国審査は、各支部に応募された300作品のなかから選ばれた支部
入選70作品を対象に行われた。
全国一次審査会（7月26日）は、全国入選候補12作品のノミネー

トとタジマ奨励賞10作品を選考した。
全国二次審査会（9月13日）は、大会会場（京都大学）において

公開で開催された。
各賞は、ノミネート12作品のプレゼンテーションが行われたのち、白
熱した審査が行われ、決定した。

全国審査会（敬称略）
審査委員長　妹島和世（妹島和世建築設計事務所主宰）
審査員　　　石塚和彦（石塚和彦アトリエ一級建築士事務所代表）
　　　　　　畑江未央（日本設計建築設計群）
　　　　　　平田晃久（京都大学教授）
　　　　　　藤村龍至（東京藝術大学准教授）
　　　　　　吉村真基（吉村真基建築計画事務所｜MYAO代表）
　　　　　　渡辺菊眞（高知工科大学准教授）

全国入選者
最優秀賞／タジマ奨励賞
 九州支部｜坂田愛都 ほか2名
優秀賞／タジマ奨励賞
 四国支部｜髙橋知来 ほか2名
 関東支部｜髙安耕太朗
優秀賞
 近畿支部｜幸地良篤 ほか1名
 北陸支部｜中嶋海成 ほか2名
佳作／タジマ奨励賞
 北陸支部｜中川桜 ほか4名
 関東支部｜中島崇晃 ほか3名
佳作
 四国支部｜石井彩香 ほか4名
 北海道支部｜大谷大海 ほか2名
 近畿支部｜佐竹亜花梨
 関東支部｜橋口真緒 ほか2名
 北陸支部｜福田凱乃祐 ほか4名
タジマ奨励賞
 東海支部｜青山紗也 ほか3名
 東海支部｜紺野貴心 ほか4名
 中国支部｜谷卓思 ほか1名
 九州支部｜仲澤和希 ほか3名
 九州支部｜古川詩織 ほか2名

審査総評
「環境と建築」という課題について、建築と環境がどのような創造的関
係を生み出せるか、建築が環境にどう関われるか、を考えてほしいと書
いた。それはつまり、ある環境に合う、あるいは相応しい建築を考えてほ
しいという問いではなかったと思う。環境はそこにあるものでありながら、
常に変化しているものだと思う。もちろん建築はそれがたつ環境にあう、
その環境に溶け込んで一要素になるべきものだと思うが、同時に、その
一要素である建築が、そこにある環境を未来に向けて新たに作っていく
ものでもありたいと考える。審査では、どういうものが環境的な建築なの
か、そして同時に、その提案によりどのような環境が生まれているか、あ
るいは生まれてくるか、二つの関係が相互に創造的なものであるかどうか
が話し合われたと思う。
時間を含み込む計画、あるいは形、をどうやって示せばいいか、それ

がすごく難しいと感じた。設定をどこまで正確にしてどこからオープンエン
ドにしておけば良いのか、模型をどの範囲までどういうスケールで作るの
がその時考えていること、そして未来を示唆することができるのか、計画
の示し方をどうすれば良いか。そういうことが、建築の記述の方法という
より、これからの建築のあり方、少し大袈裟に言えば、これからの建築と
はどういうものか、について考えることにつながるのではないかと思った。
最優秀賞の案は、他にたくさんの力作がある中で少し迷ったが、経済

的な側面から異常に大きな工場が作られる現実のなかで、それを放置す
るのでなく、自分たちの手でなんとかそこに人間の関われるスケールを持
ち込み、そしてそれが実際に非常に大きな自然とも言えるようなスケール
にもなって、新しい風景を作っていく、生活の環境を作っていく、という
ダイナミックな循環の提案に惹かれた。ひとりひとりが思い思いに考えを
発展することができ、一人一人が、思い思いに実際に作ることに関われ
る、そういう提案のされ方、示され方が素晴らしいと思った。

 （審査委員長　妹島和世）

「環境と建築」
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最優秀賞／タジマ奨励賞

　非人間的な工場の壁から、ニョキニョキと鉄骨の毛のようなものが生えている。それは
本体のフレームから派生したささやかな付加物にすぎないのだが、これをとっかかりとし
て、人や植物のさまざまな営みが絡みつくのだ。田園的な風景の中に突如として現れる、
取りつく島もないような工場周りの環境が、こんなにもささやかなきっかけで全く変質して
しまう。どことなくユーモラスな、その意味で優れて人間的なアイデアが、鮮やかに最優
秀賞に輝いた。 （平田晃久）

坂田愛都（熊本大学）　古賀凪（同）
光永周平（同）

最優秀賞 　 タジマ奨励賞

壁面中和プロジェクト
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優秀賞／タジマ奨励賞

　山裾が海辺に迫る固有の地形を持ち、
舟屋が並ぶ海沿いの街並みが印象的な
京都府伊根町を舞台に、解決すべき課
題である小中学校の統合による学区の拡
大化と観光業とを複合的に考え、日常と
非日常が交わることで生まれる新しい環
境を目指した提案である。
　地形そのものを生かし、建築により体
験のシークエンスを組み直す試みに共感
し、地域を一体的に捉え、そこに住む人
と訪れる人が関わり合うことで魅力的な
環境がつくられることを期待させる。
 （畑江未央）

幸地良篤（京都大学）　
山井駿（同）

優秀賞

山海を編む学び舎―観光と生活を連関する風景として

　良質な藍の産地である徳島県美馬市を対象として、吉野川に架かる潜水橋をは
じめとしたエレメントを使いながら、水害に備えるための堤防により生じた川と人の
生活との物理的距離を藍染産業でつなぐという提案である。
　藍栽培や藍染の制作工程を水との関係性と浸水許容度で再構築し、うだつの街
並みに残る舟運の痕跡を手がかりとしたスケルトンフレームに配置しており、多様な
関わりが生まれる新たな気運の高まりを感じた案である。 （畑江未央）

髙橋知来（愛知工業大学）　方山愛梨（同）
渡部美咲子（同）

優秀賞 　 タジマ奨励賞

88mの余白
―藍による分断された水との関わりの再考
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　住宅の床以外の部分を「誰のものでもないもの」とすることで、人とモノ、事象な
どを通した間接的なつながり・出来事の連関を生み出す計画。所有概念の転換に
より「誰のものでもないもの」に生活の断片が彩られ、窓を居場所として空間化す
ることで、それらの表出がより豊かに関係づけられている。
　住宅は家型のアイコンを強く保っているが、「誰のものでもないもの」によって、もっ
と自由な姿であってもよかったのかもしれない。 （石塚和彦）

髙安耕太朗（東京理科大学）

優秀賞 　 タジマ奨励賞

窓辺の家
―街の背景としてのプロトタイプ

　福井県の集落の環境を丁寧に読み取り、更なる投げかけを行うプロジェクトであ
る。その積極性を作者は贈与の概念で説明する。ここにある魅力的なものたちが贈
り物だとして、作者たちはその返礼としての建築をつくろうとする。贈り物に相応し
く、ありきたりでなく、状況を揺さぶるものが目指される。川の真ん中に塔が立つなど、
一見面食らう挑戦も含んだ案はそんなところから生まれてくる。結果として提案の総
体には不思議な説得力が漂っている。 （平田晃久）

中嶋海成（福井大学）　井上泰志（同）
内藤三刀夢（同）

優秀賞 　

脈を打つ愛着
―モノの循環によるコミュニティ形成の提案
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佳作／タジマ奨励賞

　かつて新全国総合計画で「新産業都市」に指定された工業地帯のリノベーショ
ンである。原施設は環境改善し、空き工場の一部を交流施設などに改修、緑化に
よって快適性を高めることで生産性を高め、真の産業都市にする提案である。かつ
て水谷頴介が提唱した「まち住区」を現代版に発展させた考え方であるが、環境と
建築という視点からするともう少しまち全体をデザインする姿勢が感じられればもっと
共感が集められたかもしれない。 （藤村龍至）石井彩香（大阪市立大学）　

橋本健太郎（大阪公立大学）　
佐竹亜花梨（同）　
小田裕平（同）
細川若葉（同）

佳作 　

Co-LEC
―  エネルギー循環による 

住工共存型の産業都市

　北海道伊達市に位置する公共建築群を含む環境再編計画である。その中心的
存在がスタジアムである。ここではスタジアムを都市のヴォイドとして「再発見」する。
スタジアムは通常、閉じた箱でありハレしか担わない。そこでスタジアム外周部を日
常空間であるケとして、学校や道の駅などでリング状に取り囲む。都市とつながるケ
のリング、内側にハレのスタジアムが空と地ともに当地の森や山を結びつけて原風景
となる。これこそがこの提案の最も秀逸な点である。 （渡辺菊眞）

大谷大海（室蘭工業大学）　
佐々木紀之佑（同）　
藤谷健太（同）

佳作

ケ、時々ハレ

　琵琶湖の入江に位置する菅浦という千年村を題材とした作品である。この提案で
は菅浦に古くあった「家がわり」という家屋交換制度と、高度成長期にもたらされた
「ヤンマー家庭工場」という二つの独特のシステムが紹介されており、これが大変
現代的で面白い。惜しむらくは二つが面白すぎて提案が霞んでしまったことである。
　今回発見されたシステムには人間の社会が生き延びるための、大きなヒントが隠
されているような気がしている。それが見えてきたら提案はもっと違うものになるかも
しれない。今後に大いに期待したい。 （吉村真基）

佐竹亜花梨（大阪公立大学）

佳作

替わる家、つなぐ未来
―  菅浦の湖岸集落における家ガワリの 

制度を用いた職住一体の住まいの提案
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　「獣之水都」は獣害で放棄地となった谷地に、獣害緩和のための新たな中間領
域を提案するものである。ニワトリ一丁目、ヤギ二丁目、どうぶつ交差点と動物を主
役にしつつ都市をレファレンスしたような名前が付けられているのが面白い。アイデ
アの核は人間と野生動物の間のバッファとして家畜のエリアを作った部分だろう。提
案については、家畜エリアはともかく野生動物の交差点となるとさすがに少々建て急
いでいる感じがしないこともないが、何よりも元気の良い造形が面白く見応えがあっ
た。野性味と骨太さを備えた力強い建築の提案である。 （吉村真基）

中川桜（長岡造形大学）　
原陸（同）　
市村ともか（同）　
杉谷望来（同）　
佐野芽衣子（同）

佳作 　 タジマ奨励賞

獣之水都
―  農業と獣害の問題を解決する 

原点となる仕組み

　キノコ菌糸と廃材でつくる「キノコブロック」による環境形成提案である。倒壊の
危険等で問題視されているブロック塀に着目し、これをキノコブロック塀に置き換え
る提案を、小学校を題材に提示している。軽量なキノコブロック塀は倒壊による危
険を軽減し、小学生でも運搬・組み上げることができ、遊具やベンチ等、多様な造
形へ展開できる。有機素材であるため廃棄後は完全に大地に還る。新たな構法を
担う新素材としての検討はまだまだ必要であるが、そのポテンシャルは高い。
 （渡辺菊眞）

中島崇晃（日本大学）　
栗山陸（同）　
山田貴平（同）　
彭欣宜（同）

佳作 　 タジマ奨励賞

一菌万倍
―キノコから始まる塀の新しい常識

　木密の住宅地を街区ごと大きな建築に変えてしまうような、それでいて最小限の
建築的介入によって「まちいえ」と名づけられたインティメートな都市環境をつくる
提案である。この案は直接的には、認知症をわずらう高齢者が、閉ざされた施設に
入ることなく、喜びのある日常を安全な環境で過ごし続けることができるように構想
されているが、結果として現れた多様な環境は、多くの人を惹きつける未来性を持っ
ている。穏やかだが人間のプリミティブな側面を呼び覚ます魅力がある。（平田晃久）

橋口真緒（東京理科大学）　
青木蓮（同）　
岡野麦穂（同）

佳作

まちいえ暮らし
―認知症から再編する木密地域
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　まちなかの空地に新たなタイプの浄水場をつくるプロジェクトである。水道インフ
ラの老朽化に対応し、まちなかに小型浄水場を分散配置する、浄水場のインフラを
人間が近づけるようにする、浄水場の需要の減少に応じて徐 に々機能転換する、と
細かな論理を積み上げた結果、巨大な費用を掛けて人工の地形を作った挙句に浄
水場機能も見えなくなり「理路整然と間違っている」ようにも見えた。もう少しユー
モアやアイロニーが感じられれば別の評価があったかもしれない。 （藤村龍至）

福田凱乃祐（信州大学）　
青木健祐（同）
飯田竜太朗（同）　
石原大雅（同）
舘柳光佑（同）

佳作 　

都市となれ、大地となれ

　日常と非日常に存在する課題「津波常襲地域で、限界集落」を「環境」と見なし、
古材を活用した「つな木塾」の介入と人 の々日常の暮らしによって両面の課題を解決
することで、災間を生きる集落を再構築する提案。耕作放棄地を活用した共助の家や、
日常の活動拠点であり防災拠点となる廃校利用には、新しい集落の姿が表現されて
いる。
　一方で、低地エリアはどのように集落の一部として位置づけられていくのか、その姿
も見たかった。 （石塚和彦）

青山紗也（愛知工業大学）　
橋場文香（同）　
妙見星菜（同）　
内田澪生（同）

タジマ奨励賞

三木里柔靭化計画
―災間を生きる靭やかな知恵

　愛知県豊橋市の石灰鉱山麓に計画された麻畑を中心とするコミュニティである。
かつて日本の衣食住を支えてきた麻に着目し、その特質を活用した環境形成を図る。
正方形に近い敷地をモンドリアン的なコンポジションで分節する。建造物は石灰と
麻を材料とするヘンプクリートで構築される。特筆すべきは麻が100日で育つサイク
ルを根拠に、麻畑を敷地内で移動させ、100日ごとに風景が変わることである。20

世紀美学のコンポジションと、廻る麻の風景の重なりは魅力的だ。 （渡辺菊眞）
紺野貴心（愛知淑徳大学）　
杉浦康晟（同）　
中西祥太（同）　
髙木智織（同）　
渡辺レイジ（同）

タジマ奨励賞

廻る麻畑
―100日で変化する風景
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　湖面から暗い湖底に向かって大きなツララのように垂れ下がる幻想的な光の柱が印象
的である。このツララは樹脂で形成されており、太陽光をダム底に導入することで微生物
が活性化し、ヘドロが長い時間をかけて分解される。水質改善という環境的な題目の底
に、ダムに沈んだ村の供養という大きなテーマが流れている。さらに技術面での懸念ポイ
ントでは、必ず実験を行ったことが示されており、実現性にもこだわっている。環境保全を
社会善として明るく描く作品も多かったが、それらとは真逆の美しくも暗い終末的といっても
良いイメージを描くことで、より深く大きな問いを示した秀作であると思う。 （吉村真基）

谷卓思（広島大学）　
塚村遼也（同）

タジマ奨励賞

燐火ゆらめく 村のおもかげ
―光による苫田ダム湖底ヘドロ浄化の提案

　寺町の排他的な環境を生み出している塀を、いくつもの縁側に置き換えることで
「寺とまち」・「まちと人」をつないでいく提案。
　寺町全体に分散配置された縁側は少し散漫な印象を受ける。もう少し境界ら
しい連続性が残され、併せて縁側を使った新たな境界を生み出す意思が示され
てもよかった。排他的な環境とはいえ、元 あ々る人の居場所や、それを生み出す
きっかけとなる設えや環境を探し見出すことで、縁側との関係性が見えてくる。
 （石塚和彦）

古川詩織（福岡大学）　
城戸佳奈美（同）　
木村琉星（同）

タジマ奨励賞

すきまち

仲澤和希（日本大学）　
佐藤航太（同）
奥村碩人（同）　
玉木芹奈（同）

タジマ奨励賞

海洋ごみをリサイクル、そして建築へ
　タイトルの通り、海洋プラスチックごみをリサイクルして「浮体美術館」なる建
築をつくるというプロジェクトである。対馬などへ中国方面から海流に乗って大量
のごみが日本の海岸線にたどり着くと度々報道されているが、そのような局所的な
課題をユーモアを感じるほどにストレートに建築に置き換え解決に導こうとする姿
勢には共感した。建築のイメージが球形の「かた」に閉じているように見えたの
がやや惜しかった。（藤村龍至）
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支部入選

北海道支部
● 岩澤浩一（北海道科学大学）
 半田晃平（同）
● 相馬功希（札幌市立大学）
● 太田優人（日本大学）
 安藤大翔（同）
東北支部
● 袋谷拓央（大阪工業大学）
 平尾綱基（同）
 亀山拓海（同）
 林晃希（同）
 中島聖弥（同）
 瀧川桜（同）
● 駒村温人（愛知工業大学）
 笠原彰悟（同）
 益田大地（同）
● 荒木陽哉（日本大学）
 山口直也（同）
 黒坂龍乃介（同）
関東支部
● 関川吹雪（神奈川大学）
 兼田聖人（同）
 篠原洸太（同）
 濱大智（同）
● 田村哲也（東海大学）
 矢﨑健太（同）
 中野太耀（同）
● 池上柚月（東京電機大学）
 高村祐未（同）
 梶川龍星（同）
 山本幹太（同）
 林萌絵（同）
● 吉田周和（東京理科大学）
 坂本海斗（同）
 高山奈津希（同）
 江口太郎（同）
 塚本柊平（同）
 中澤真生（同）
● 吉野嘉一吉（日本大学）
 川原隆平（同）
● 宮原すみれ（東京理科大学）
 市原玲菜（同）
 立元佑樹（同）
 川﨑郁海（同）
 藤田萌（同）
 西村未空（同）
 佐古統哉（同）
 丸山周（同）
● 青木一将（千葉大学）

 清水啓甫（同）
 柴田育朗（同）
 黄迪（同）
 高澤政弘（同）
● 佐藤琉智（千葉大学）
 片山雅也（同）
 水谷亮介（同）
 陳丹丹（同）
 高山茉佑子（同）
東海支部
● 鈴木啓人（名城大学）
● 内田翔太（千葉大学）
 牛田結理（東京都立大学）
 高橋佑奈（明治大学）
● 鈴木遼（大同大学）
 彦坂誠也（同）
 竹内もも香（同）
● 後藤晟太（愛知工業大学）
 野原舜一朗（同）
 林あかり（同）
 名原夕稀（同）
 三木菜羽（同）
● 磯貝由奈（名城大学）
 濵﨑裕理（同）
 磯村今日子（同）
 勝谷采音（同）
● 久保田華帆（愛知工業大学）
 齋藤花月（同）
 土屋柚月（同）
● 荻野稜平（愛知工業大学）
 村田真菜歌（同）
 田中美羽（同）
 田代笑瑚（同）
北陸支部
● 矢野泉和（九州大学）
● 加藤穂高（福井大学）
 上野亮登（同）
 喜多崎匠（同）
 山本輝樹（同）
● 山下純平（愛知工業大学）
 山本裕也（同）
 梅村夏帆（同）
近畿支部
● 北脇知花（神戸大学）
 長央尚真（同）
 成川純平（同）
● 奥野未奈（大阪工業大学）
 辻村友介（同）
 渡邉一貴（同）

 凪景太（同）
 敷野寛明（同）
● 清岡鈴（京都大学）
● 落合洸介（神戸大学）
 野口理紗（同）
 舟木健太郎（同）
 松森梨佳子（同）
● 藤重毅士（大阪工業大学）
 西村翔太（同）
 屋卓冶（同）
● 高山小春（佐賀大学）
 河野裕翔（同）
 竹澤紀子（同）
 矢島綾乃（同）
 甲斐健斗（同）
 野上奈々恵（同）
中国支部
● 北村太一（近畿大学）
 曽根大矢（同）
 藤本泰弥（同）
 宮内春帆（同）
● 大塩輝（早稲田大学）
 掛田巧（同）
 堀悠華子（同）
 𠮷田絵理奈（同）
● 松岡達哉（広島大学）
 隱崎嶺（同）
● 山口裕土（島根大学）
 瀬戸陽（同）
 冨永大樹（同）
● 岩男聖那（東京理科大学）
 中根隆斗（同）
 和泉大雅（同）
 吉川実里（同）
 原英里佳（同）
 唐澤芙貴（同）
 コウ ケンホウ（同）
● 白川英康（近畿大学）
 粕谷しま乃（同）
 小島宗也（同）
 池田陸人（同）
● 一原林平（近畿大学）
 片山萌衣（同）
 熊谷翔大（同）
 川本乃永（同）
● 瀬戸裕樹（広島大学）
 岡本一希（同）
 大呂直樹（同）
 沈子楡（同）

● 平野三奈（日本大学）
 福屋亮平（同）
● 井上龍也（広島大学）
 沈子楡（同）
四国支部
● 直井和希（大同大学）
 今泉祭里（同）
 横尾亮人（同）
九州支部
● 松尾優衣（福岡大学）
● 今村孔輝（熊本大学）
 古井悠介（同）
 TAHERI HANIEH（同）

 一ノ瀬早紀（同）
● 中村光汰（大阪工業大学）
 香月万弥（同）
 田中直輝（同）
 長畑真奈（同）
● 瀬山華子（熊本大学）
 野口夕華（同）
 菅嶋瑛美（同）
● 鈴木綾巴（熊本大学）
 向松あゆみ（同）
 川端里穂（同）
● 赤石健太（日本大学）
 馬場祐希（同）
 茂野恵大（同）
 宮尾直希（同）
● 川村唯（日本文理大学）
 中矢桂太（同）
 下地言奈（同）
 尹詩超（同）
 岩尾拓武（同）
 山田こころ（同）
● 用松慧哉（福岡大学）
 西原佳那（同）
 濱野敬通（同）
● 林田章吾（九州大学）
 湯免鮎美（同）
 畑板梢（同）
● 入江匠樹（熊本大学）
 河室駿平（同）
 塩田一光（同）
● 藤田結（熊本大学）
 後藤健志（同）
● 福田成貴（熊本大学）
 真鍋那奈子（同）
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主旨
我が国は、2050年脱炭素社会の実現を2020年10月に宣言し

た。また、2021年5月26日に改正地球温暖化対策推進法が成立し、
2050年までに温室効果ガスの排出で実質ゼロを目指すことが法律上に
明記された。さらに、2021年4月22日には2030年までに温室効果ガ
スを46％削減することが公表された。また住宅・建築分野は、国内に
おける二酸化炭素排出量の約32％（材料、施工時の排出量を含めると
40％を超えるといわれる）を占めると言われており、その果たすべき役割
は非常に大きい。これらの背景により、脱炭素社会を指向する多くの住
宅・建築が提案されているが、その多くは、断熱強化や高効率機器の
導入など従来の省エネルギー技術の推進の延長上にあり、建築そのも
のの魅力を十分に増大させているとは言い難い。本設計競技では、従
来の省エネルギー技術の推進にとどまらず、魅力的な「新しい」環境建
築のコンセプトを募集する。環境問題はこれからの建築に課せられた制
約条件となることは疑いない。ただし制約条件が必ずしも建築をつまらな
いものにするとは限らず、制約条件である重力が美しい建築の形態を規
定しているように、環境問題が新たな建築の魅力を引き出す可能性があ
る。そのためには、建築の本来の役割に立ち戻って考える必要があるか
もしれない。自由な発想での「新しい」環境建築コンセプトの応募を期
待する。

募集内容
（1） 課題・主旨に対しての効果が明確に表現されていること。特に、対

象とする建築、環境、モノ、システムの図面において、具体的にど
のように導入されているかが分かりやすく表現されていること。

（2） 提案した技術の合理性が表現されていること。
（3） すでに実在しているものでも、想定したものでも、自由に設定してよ

い。

審査委員（敬称略、五十音順）
委員長 秋元孝之（芝浦工業大学）
委員 大岡龍三（東京大学）
 末光弘和（九州大学）
 中野淳太（法政大学）
 羽鳥達也（日建設計）
 平田京子（日本女子大学）
 望月悦子（千葉工業大学）
 吉澤 望（東京理科大学）

選考経過報告
応募作品は18作品あり、全て書類不備がないことを確認した上で、

全作品を審査対象とした。6月29日（木）に第一次審査を、8月3日（木）
に第二次審査を建築会館にて行った。
（1） 一次審査
第一次審査は、会議室のテーブルに並べられたプレゼンテーション

ボードの中から各委員が5作品を選定し、1位～ 5位の順位を付ける方
式とした。当日、都合の合わなかった委員は、評価表に順位と選定理由
を記入し、事前に事務局に提出をした。1位は5点、5位は1点として
1点刻みの配点を行い、各作品の得票数と合計点を集計した。その後、
各委員より選定理由を口頭で発表してもらったうえで、計画、設備、意
匠、構造、社会システムなど多角的な視点から議論した。応募作品の
中には、すぐにでも実現しそうな専門的な技術提案、社会的なシステム
構築を含む意欲的な提案、実現性に疑問は残るがユニークな提案など
があり、評価のポイントを絞りこむのが困難であった。第一次審査に提
出されたボードの内容から作品数を絞り込むよりも、二次審査で応募者
から提案内容を詳しく聞き審査するほうが望ましい、という結論に達した
ため、上位8作品までを第二次審査へと送ることにした。第二次審査で
は第一次審査の順位は反映させずに、リセットした状態から評価するこ
とを確認した。
（2） 二次審査
第二次審査は対面で実施し、8組の応募者にプレゼンテーションボー

ドの内容をスライド形式で発表してもらった。公平性を確保するため、
ボードにはない新たな資料の追加を禁止した。発表者数は自由とし、7

分間の発表の後、7分間の質疑を行った。全発表の終了後に、第一次
審査と同様に各委員が5作品を選んで順位付けをし、5点から1点の配
点で各作品の合計得点を求めた。当日、都合の合わなかった委員は、
録画の視聴により採点した。8月8日（火）に8名の全委員がオンライン
で介し、各委員の選んだ作品と評価のポイントを説明してもらった。最
終的に、合計得点の順番と議論を踏まえた全委員の評価結果が一致し
たため、最多得点の33点であった作品を最優秀賞とし、次点の27点
の作品を優秀賞に選定した。また、残る6作品についても評価すべき水
準を満たしており、佳作とすることとした。

総評
第25回目となる今回の技術部門設計競技では、「カーボンニュートラ

ル社会を実現する「新しい」環境建築コンセプト」と題して技術提案を
募集した。2021年秋に英国のグラスゴーで開催された国連気候変動
枠組み条約締約国会議（COP26）では、「世界の気温上昇を産業革
命前と比べて1.5度に抑える努力を追求する」ことになった。これは事実
上、パリ協定の長期目標が強化されたことになる。日本が目指している
2050年脱炭素社会の実現のためには、二酸化炭素排出量の約三分の
一を占める住宅・建築分野における積極的な対応が求められている。今
回応募のあった技術提案では、断熱強化や高効率機器の導入などの従
来の省エネルギー技術の活用に留まらない、魅力的で「新しい」環境
建築の多くのコンセプトが示されている。環境問題を解決する優れた建
築のための多くのヒントが含まれており、近い将来における具現化が大い
に期待される。
最優秀賞となったのは、「藻育特区─街に寄り添う自立型小規模バイ

オマス発電区の提案」である。地球上のあらゆる環境に生息する藻類
を積極的に取り入れて、バイオ燃料として活用するユニークな提案となっ

カーボンニュートラル社会を実現する「新しい」環境建築コンセプト
主催　日本建築学会 環境工学委員会
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提案名 提案者

最優秀賞 藻育特区
―街に寄り添う自立型小規模バイオマス発電区の提案

姉崎匠（大成建設）、勝山滉太（同）、丸山智也（同）、
山田清香（同）

優秀賞 Carbon Neutral Assist アシストを評価し、
チームプレーをデザインするCN戦略

海上亜耶（日建設計）、原田尚侑（同）、内田橘花（同）、
久保洋香（同）、千葉美幸（同）、中曽万里恵（同）、金
子知弘（同）、永瀬修（同）、飯田玲香（同）

佳作 ノリからはじめるカーボンニュートラル社会
―水環境のサイクルを担う建築

作間華奈（福岡大学）、オウカンイン（同）

環境の個
ム

性
ラ

を創出する“エッジ・デザイン”×“ナッジ・デザイン” 佐々木真人（日本設計）、松山大介（同）、木野内剛（同）

e-STATION 澤田拓巳（大成建設）、曲帥帥（同）、松本健一郎（同）、
松井裕作（同）

Material Relay in a City

情報連携により資材「余命」を商品化するリユースマーケット
“Re-ARC”の提案

田主望（清水建設）、安間理子（同）、浅見拓馬（同）、
江頭樹（同）、坂井高久（同）、伊藤滉彩（同）、鬼頭秋
帆（同）

水を纏う
―水の循環による都市の再編

冨安達朗（清水建設）、日野一貴（同）、佐野達彦（同）、
大西慶太郎（同）、村田知謙（同）、今西志織（同）、中
上和哉（同）、志波湧志（同）、大田修平（同）

水を纏う 姫野英愛（福岡大学）、河村未来（同）、森野なつみ（同）

（並びは賞ごとに代表者の50音順）
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ている。海草や植物プランクトンなどの海洋生物によって吸収・固定さ
れる炭素はブルーカーボンと呼ばれ、日本国内にはコンブやアマモなど
を育成する広範囲の藻場があるためその活用に期待が高まっている。こ
のバイオ由来の技術を陸上にある都市に導入して、CO2の吸収のみなら
ず発電のための燃料として活用する画期的なものだ。藻は繁殖速度が速
いため、バイオ燃料のほか、食品、薬、飼料などへの効率的な利用が
可能となる。藻を育成するための水盤屋根が、自立したエネルギー創出
のためのコアとなって、新たな都市空間の姿を形成する。火災や空き家
問題、都市水害などの複雑な課題を抱える老朽化した木造密集地の更
新時を捉えて「藻育」技術を適用することで、住環境改善や防災機能
向上を目指すことができるとしている。持続可能な発展に寄与するポテン
シャルをもったアイデアであり、バランスの良い提案である点が高く評価
された。実現に向けては、藻からの油抽出プロセス技術の高度化や水
盤のメンテナンスなどの検討が必要になるだろう。
優秀賞となったのは、「Carbon Neutral Assist アシストを評価し、チー

ムプレーをデザインするCN戦略」である。廃校となる既存の建物と都
市型データセンターとを複合する提案である。普及が進むZEB（ネット・
ゼロ・エネルギー・ビル）においては、建物のエンボディド・カーボンや
運用時のオペレーショナル・カーボンを減少させるための様々な工夫が
進んでいるものの、建物単体での対策には限界がある。そこでより開か
れたフレームで社会全体のチームプレーで脱炭素を目指すことを考えて
いる。ある建物における余剰エネルギーや未利用エネルギーを回収して、
それを需要のあるところに上手に融通するとこでその高い価値を生み出
す。近年、IoTの進展とともに流通するデータ量が膨大となっているため、

クラウドコンピューティングでデータを集約・処理するだけではなく、利
用者に近いエリアのエッジ側でデータを処理する「エッジコンピューティ
ング」に注目が集まっている。我々の生活により近い場所に中小規模の
エッジデータセンターを設置して、本来の目的だけでなく周辺地域の熱
需要に応えることができるようになる。既存ストックを有効活用すること
は、高い要求性能のために増大しがちなデータセンターのアップフロン
ト・カーボンの抑制にもつながっている。今後、様 な々地域再開発の場
面で検討に値するアイデアである。できれば夏期の余剰熱の使途もしっ
かりと検討すると、尚よかったのではないだろうか。
その他の応募作品にも自然を取り入れるバイオミミクリーの建物デザイ

ンやサーキュラーエコノミーを意識したシステム、オフィスにおけるAIの
活用、等の優れたものがあった。地球環境問題解決のためには、あらゆ
る現行スキームの見直し、すなわちグレート・リセットを実行できるかが
問われている。本設計競技は、建築が関わる様々な観点からの議論が
深まるよい契機となったように思う。

 （審査委員長　秋元孝之）
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最優秀賞

藻育特区 
―街に寄り添う自立型小規模バイオマス発電区の提案

姉崎匠（大成建設）　勝山滉太（同）　丸山智也（同）　山田清香（同）

カーボンニュートラル社会の実現には、高性能の環境建築をつくるだ
けでは不十分である。超高層ビルの棟数は建物全体の割合を見ればわ
ずかな割合であり、都市を俯瞰すると、住宅や小規模ビルなど、中低層
の建築がかなりの割合を占める。この課題にはこうした広域に広がる領
域に適用できる提案が好ましい。
また、都市には建て替えや老朽化から、コミュニティ形成まで、多数の
問題が潜んでおり、それも見過ごせないカーボンの発生源でもある。例
えば、コミュニティが良好であれば、不要となったものをシェアしたり、協
力が生まれ災害時でも被害の減少につながる。既存の住宅地の安全性
を高めることも、災害時に発生するCO2を未然に減らすことにもなる。こう
した認識をもとにすると、どの提案がこのテーマに相応しいか見えてくる。

藻育特区案は、接道条件から建て替えができない家や、今後ますま
す増える空き家に着目し、うまく使われていない領域に、バイオマス発電
プラントとして藻を育成する水を張った屋根をつくり、その下を地域のコ
ミュニティの場と想定。新しい産業を導入することで、経済的にも景観
的にもコミュニティとしても新しい魅力ある街をつくろうとする提案である。
カーボンニュートラル社会の実現にはこうした広い視野を示し、広い範
囲に採用可能な技術と、既存の環境を結びつけられる提案力が必要だ
ろう。
そうした点でこの課題に最も相応しい解を示していると高く評価し、最
優秀賞に選出するものである。

 （羽鳥達也）
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Carbon Neutral Assist アシストを評価し、チームプレーをデザインするCN戦略

海上亜耶（日建設計）　原田尚侑（同）　内田橘花（同）　久保洋香（同）　千葉美幸（同）　

中曽万里恵（同）　金子知弘（同）　永瀬修（同）　飯田玲香（同）

少子化・小中一貫教育推進によって廃校となる空き校舎をエッジコン
ピューティングのためのデータセンターとして利用し、一般には迷惑施設
として捉えられがちなデータセンターを周辺地域への熱源供給システム
の一環として、コミュニティの核に位置づけようとする提案である。
熱源としては中途半端な温度帯であるが、データホールからの排熱は

子どもの居場所のための床暖房や飲食店などのテナントビルで、空冷チ
ラーの排熱は都市緑地のメンテナンスで出る剪定・伐採された樹木の乾
燥・貯蔵に利用することができる。
建築単体で解決を図ろうとするのではなく、捨てる－使うの関係を地

域全体で構築し、相互にアシストすることでカーボンニュートラルを達成
していこうという強いメッセージ性を感じた。都市にあるデッドストックの
有効活用の点でもよくまとまった提案だった。新しい公共空間のあり方と
して、廃校に限らず建て替えが必要な貸ビル等でも参照されるべき内容
である。
すぐにでも実現されそうな完成度の非常に高い提案ではあったが、完
成度が高いだけに、未来に向けた夢のある提案という点で一歩及ばな
かったことが非常に残念である。

 （望月悦子）
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ノリからはじめるカーボンニュートラル社会 
―水環境のサイクルを担う建築

環境の個
ム

性
ラ

を創出する 
“エッジ・デザイン”×“ナッジ・デザイン”

作間華奈（福岡大学）　オウカンイン（同）

佐々木真人（日本設計）　松山大介（同）　
木野内剛（同）

熊本県熊本市の江津湖に自生する天然記念物であり、絶滅危惧種でもあ
るスイゼンジノリのブルーカーボン資源としての活用と、その生育環境を維
持していくための地下水問題に着目した提案である。
熊本市では生活用水の100％を天然地下水でまかなっているが、近年の
都市化により江津湖への流水量が減少し、水質汚染が問題となっている。
上江津湖の湖畔に計画された水リサイクル施設では、ETFE膜屋根で雨水
を収集し、藻のハイドロゲルを利用したタイルと土・砂礫による濾過により
浄化を行う。通常は20年を要する雨水から地下水へのリサイクルを短縮し、
蓄えられた水はノリ保護区域、周辺環境、親水空間へと供給される。施設
は学習と地域交流の場としても機能し、スイゼンジノリの存在、ブルーカー
ボンの取り組み、熊本の地下水問題について知る機会を提供する。施設を
通じて取り組みが市民に広まり、類似施設が市内に増えていくことで、地下
水問題の解決につなげていく計画となっている。
水浄化能力や効果の試算など定量的な検討は行われていないものの、地
域の問題と向き合いながら地域資源を活用してカーボンニュートラルに取り
組んでいく提案は他になく、この点を高く評価した。
 （中野淳太）

カーボンニュートラルに建築はどう貢献できるかというのは現代の命題であ
る。オフィスビルを対象に、環境の個性（ムラ）を創出するとして、「エッジ・
デザイン×ナッジ・デザイン」という先端的キーワードで切っ先鋭く切り込ん
だ作品である。
現代の建築デザインでは、カーボンニュートラルやSDGs、環境・設備面

の課題克服を図るうちに、建築物の硬く強固な外壁は、「外皮」というやわ
らかな言い方へと変貌し、まるで建物が有機物、あるいは生き物のような印
象を受ける。それと同様に、この設計は技術を基軸に、感覚に働きかけ、外
とのエッジに注目、個人の選択が可能な「環境の個性」をオフィス内に実現
しようとする、空間と環境性能の既存概念を越えて、有機的に豊かにしよう
と試みている。エッジ・デザインでユニークな視点を設定、感覚に働きかけ
ているが、やはり切り札はナッジ・デザインであり、AIを活用しながら個性の
輝くオフィスにしようとする意欲が伝わってくる。作品の中にちりばめられた諸
提案、たとえばストックの中に身を置く、ストック価値を高める、など実に多
様で詳細に設定され、オフィス自体が近未来の有機物のごとく、自然と調和
しながら、個性をも獲得したように感じられた。
惜しむらくは、AIが主となっているように感じられるため、カーボンニュート

ラル上の具体策をもっと鮮明に打ち出していただきたかったということである。
 （平田京子）

佳作
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e-STATION

澤田拓巳（大成建設）　曲帥帥（同）　
松本健一郎（同）　松井裕作（同）

植物の根形を模した多機能ファサードで覆われた近未来建築の提案であ
る。これまでのスクラップ・アンド・ビルドを繰り返すような従来型のライフサ
イクルから脱却して、環境にやさしい更新を実現する長寿命の環境装置とし
てのポテンシャルを備えた中高層建物を複数構築することで、空きビルや空
きテナント問題を解決し、地域全体の脱炭素化を図ることができるのが素晴
らしい。土や廃材を材料として3Dプリンタでつくられた外装フレームとロボッ
トアームは、今後の建築施工現場の様子を象徴するアイデアである。自然
エネルギーの活用による創エネルギーに関しては、太陽光発電によるものは
安定して一定量確保することができると思われるが、建物周りの雨水集水に
よる水力発電量はあまり期待できない。従ってゼロ・エミッションのための完
全な自給自足は難しいため、それを補完する別の技術システムの併用が必要
となるであろう。垂直農場を建物空間に取り込むことは、これまでに国内外
で実現している都市部における植物工場などの経験が活きると考えられる。
昼光導入や断熱強化による温熱環境制御にも課題がある。例えば建物内で
活動する人が求める昼光と、農作物生育のために必要な日射エネルギーと
では違いがあるため、外壁部の制御には合理的な工夫が求められる。

 （秋元孝之）

Material Relay in a City 
情報連携により資材「余命」を商品化する 
リユースマーケット“Re-ARC”の提案

田主望（清水建設）　安間理子（同）　
浅見拓馬（同）　江頭樹（同）　坂井高久（同）　
伊藤滉彩（同）　鬼頭秋帆（同）

本提案では、建築システムの構築にあたり、従来では見捨てられるのみで
あった資材の「余命」に着目する。これまで建築資材は、建物に伴い一様
に処分／再資源化の道を歩むが、中にはそのまま再使用（＝リユース）が
可能な部材もある。
そこで、解体側：売り手、新築側：買い手となって「リユース可能資材」
を商品として売買するマーケットを構築する。
データベースにより資材のトレーサビリティを確保しつつ、地理的に近接

した建物同士の売買取引をさせるマッチングを行う。
脱炭素社会を実現するためには資材のリサイクル・リユースが重要となる

ことは議論を待たない。特にリユースは、素材改変のプロセスが少ないため、
建設に伴う二酸化炭素発生量を大幅に削減することが期待できる。一方、
リユースの問題は、素材を保存するストックヤードを確保する必要があること
である。本提案マーケットを利用すれば、必要な時に必要な場所にリユース
材料を届けることが可能となり、ストックヤードの最小化を図ることが可能と
なり、将来の脱炭素社会形成のため非常に有用な技術であると期待できる。

 （大岡龍三）
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水を纏う 
―水の循環による都市の再編

冨安達朗（清水建設）　日野一貴（同）　
佐野達彦（同）　大西慶太郎（同）　村田知謙（同）　
今西志織（同）　中上和哉（同）　志波湧志（同）　
大田修平（同）

水という、これまでも魅力的なマテリアルであることは分かっていながら、
扱いづらいがために大胆な活用が中々進んでこなかった資源を用いて、緻密
な検討を伴う新たな提案がなされている点が高く評価された。ポリ塩化ビニ
ル膜や親水ネットを用いた水膜やポーラスコンクリートを用いた保水装置な
どは、豊かな屋内環境を生み出す可能性も秘めていると言えよう。また今回
の設計競技では複数の提案が今後国内で起こると想定される空室率増加へ
の対応を課題としていたが、本提案も既存ストックの改修により建築需要の
増減へ対応しつつ、都市に目に見える形の自然を取り戻していくという理念
をベースとしており、その点からも時代に即した提案になっていた。実際の
実現に向けては、経年変化に対する対応、構造・防災面への考慮、さらに
はもちろんコスト面など様々なハードルが残っていると思われるが、地球温
暖化やヒートアイランドへの対処が待ったなしの喫緊の課題となっている中で
は、設計競技においてこのような提案をしていくことが、将来的な技術開発
をさらに促す可能性もあるという点からも意義ある提案として認められよう。

 （吉澤 望）

水を纏う

姫野英愛（福岡大学）　河村未来（同）　
森野なつみ（同）

水の取得が困難な砂漠地域において提案された環境装置を兼ねた新しい
建築デザイン。「キリアツメゴマムシ」が背中に風を当てて結露水をつくり出
して水を得ているという仕組みから着想を得て、メッシュに湿った空気を当て
て結露水を作り出し、環境装置としての建築を考えるという意欲的なアイデ
アである。バイオミミックなアプローチともいえる着想は、自然界の中で生ま
れた原理を踏襲し、有機的な建築デザインに昇華しようというもので、技術
的に実現するにはまだまだハードルが高そうであり、素材の選定が適切なの
かは疑問も残るが、幾何学的な提案からディテールに至るまで一貫した姿
勢で提案していることがとても好感を持てた。何より実際に実験までしてメッ
シュの孔の密度などを検討し、実現性に向かっていく力強い姿勢は高く評価
できるものであると思う。これからも新しい環境建築のあり方を考え続けてほ
しい。

 （末光弘和）
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